
【１４】

県
立
宮
古
病
院
の
産
婦
人
科

の
医
師
二
人
が
出
身
の
大
学
病

院
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
宮
古
市
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

宮
古
・
下
閉
伊
管
内
の
住
民
に

と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

医
師
確
保
の
署
名
運
動
を
行
な

う
こ
と
に
し
て
本
町
で
も
保
健

委
員
の
皆
さ
ん
に
具
体
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
幸
い
、
こ
の
対
策
と
し

て
岩
手
医
科
大
学
か
ら
二
人
の

常
勤
医
師
派
遣
の
意
向
が
伝
え

ら
れ
、
二
月
十
四
日
に
開
催
さ

れ
た
宮
古
地
域
県
立
病
院
運
営

協
議
会
の
席
上
、
宮
古
病
院
長

か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
問
題
は
一
応
解
決
さ

れ
た
わ
け
で
す
が
、
医
師
不
足

は
県
立
山
田
病
院
で
も
深
刻
で

す
。
新
年
度
に
新
築
移
転
の
た

め
の
工
事
が
始
ま
り
、
来
年
四
、

五
月
頃
に
も
完
成
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
開
院
の
た
め
に

は
一
定
の
医
師
数
が
確
保
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
長
い

間
の
住
民
の
願
い
が
確
実
に
実

現
で
き
る
よ
う
今
後
も
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

長な
が

俊と
し

は
、
天

保
八
（
一
八
三

七
）年
、漢
方
医

の
父
鑑の

り

貞さ
だ

の
子

と
し
て
江
戸
で

生
ま
れ
た
。
七

歳
の
時
、
父
と

共
に
郷
里
山
田

に
帰
っ
た
。
向

学
心
が
強
く
、

山
田
の
和
井
内

貞
光
に
つ
い
て

漢
学
を
学
び
、

十
五
歳
の
頃
に

盛
岡
に
出
、
南

部
藩
校
作
人
館

教
授
青
木
逸い

つ

民た
み

に
つ
い
て
医
術

を
修
め
、
武
蔵

の
人
貫
洞
益え

き

斎さ
い

、

八
戸
の
人
高た

か

保ほ

玉ぎ
ょ
く

江こ
う

に
つ
い
て
書
道
を
修
め
た
。

二
十
二
歳
の
頃
、
仙
台
の
人
千
葉

教
師
と
な
っ
た
。

明
治
十
六
年
、
長
俊
は
「
開

校
以
来
教
授
親
切
に
し
て
遂
年

隆
盛
な
ら
し
む
九
年
余
」
と
讃

え
ら
れ
文
部
省
か
ら
表
彰
さ
れ

た
。
明
治
二
十
二
年
、
飯
岡
村

と
山
田
村
が
合
併
し
山
田
町
と

な
り
、
校
名
も
山
田
尋
常
小
学

校
と
な
っ
た
。
翌
二
十
三
年
、

飯
岡
一
三
│
三
六
（
現
在
の
役

場
庁
舎
の
位
置
）
に
新
校
舎
が

落
成
し
た
。
翌
二
十
四
年
、
長

俊
は
第
三
代
校
長
と
な
り
、
高

歌
は
桂
園
派
の
流
れ
を
く
み
、
伝
統

的
、
温
雅
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
、

六
百
七
十
首
を
超
え
る
歌
を
作
っ
た
。

漢
詩
は
「
野
橋
夕
景
」
な
ど
十
一
首

あ
り
、
六
曲
屏
風
に
書
か
れ
て
い
る
。

長
俊
は
大
正
元
年
十
月
、
七
十
六

歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
医
師
、
歌
人

で
あ
る
と
と
も
に
教
育
者
と
し
て
三

十
有
余
年
、
教
育
に
尽
力
。
山
田
の

教
育
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
先

駆
者
で
あ
る
。
没
後
大
正
四
年
十
月
、

有
志
に
よ
っ
て
長
俊
の
頌し

ょ
う

徳と
く

碑
が
龍

昌
寺
境
内
に
建
て
ら
れ
た
。

長
俊
は
庭
に
花
や
薬

草
を
栽
培
し
、
茶
の
葉

を
摘
ん
で
茶
会
を
催
し
、

客
を
招
い
て
歌
会
を
開

く
な
ど
し
た
。
和
歌
に

つ
い
て
造
詣
が
深
く
、

等
科
設
置
の
運
動
に
奔
走
。
明
治
二

十
五
年
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
山
田
尋

常
高
等
小
学
校
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
一
年
、
医
師
を
し
て
い

た
父
鑑
貞
が
七
十
四
歳
で
亡
く
な
り
、

長
俊
は
医
院
を
継
い
だ
。
真
夜
中
で

も
連
絡
が
あ
る
と
病
人
の
家
に
診
察

に
あ
が
り
、
困
っ
て
い
る
家
庭
か
ら

は
薬
代
を
と
ら
ず
、
年
の
暮
れ
に
は

貧
し
い
家
庭
に
餅
を
配
っ
て
歩
い
た

と
い
わ
れ
る
。「
医
は
仁
術
」
を
身
を

も
っ
て
実
践
さ
れ
、
百
姓
や
漁
民
か

ら
信
頼
さ
れ
慕
わ
れ
た
。

山
田
の
教
育
先
駆
者

安
　
倍
　
長
　
俊

吟ぎ
ん

教き
ょ
う

に
数
学
、
福
島
の
人
染
田

泰た
い

忍に
ん

に
つ
い
て
国
学
を
修
め
た
。

そ
の
後
、
江
戸
に
出
、
さ
ら
に

勉
学
を
重
ね
た
。
山
田
に
帰
っ

た
長
俊
は
父
の
跡
を
継
ぐ
べ
く

医
術
に
励
む
と
と
も
に
、
私
塾

を
開
き
山
田
の
子
弟
教
育
に
尽

力
さ
れ
た
。

明
治
五
年
、
学
制
が
頒は

ん

布ぷ

さ

れ
、
翌
六
年
九
月
、
飯
岡
で
は

龍
昌
寺
庫
裡
に
飯
岡（
小
）学
校

を
開
校
、
こ
の
時
三
十
六
歳
で
あ
っ

た
長
俊
は
請
わ
れ
て
飯
岡
小
学
校
の
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
七
〇

）
で
す
。

や

ま

だ

の

龍
昌
寺
境
内
に
建
て
ら
れ
た
安
倍
長
俊
の
頌
徳
碑


